




要約:

学習障害の一型である発達性読字障害児 7名の心理学的検査、合併する神経疾患や行動異

常、3歳児健診での発達状況を調査した。WISC-R では、その全指数や言語性指数と動作性

指数の差などには一定の傾向はなかった。標準読書カテストでは評価点が 1から 2であり、

知的能力に比し読字能力の低下が明らかであった。Token test でも聴覚刺激呈示より視

覚刺激呈示での得点が低く、診断に有用であった。合併する神経疾患には重積の既往があ

るてんかんや注意欠陥多動性障害が認められた。3 歳児健診では発達の異常で二次スクリ

ーニングが必要と判定された症例は皆無であった。3 歳児健診では発達性読字障害児のス

クリーニングに限界があり、新たに就学前での健診システムが必要であると考えられた。


